
「
こ
』
ろ
」
の
叙
法

「
こ
、
ろ
」

の
叙
法

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
特
定
の
「
物
語
内
容
」
に
基
づ
く
小
説
群
の
構
造
的
な
反
復

を
確
認
し
、
「
回
想
の
叙
法
」
(
後
述
)
の
定
型
性
を
抽
出
す
る
。
同
時
に
、

そ
れ
ら
の
小
説
閣
の
構
造
的
な
差
異
を
明
ら
か
に
し
、
各
小
説
の
文
学
的
個

《注

2
v

性
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
そ
の
上
で
、
夏
目
激
石
の
「
こ
h

ろ
」
の
解
釈
に

一
石
を
投
じ
た
い
。

《注
3
}

例
え
ば
、
伊
藤
左
千
夫
の
「
野
菊
の
墓
」
で
は
、
一
人
称
の
語
り
手
の
政

夫
が
、
語
り
の
現
在
か
ら
「
も
う
十
年
余
も
過
去
っ
た
昔
の
こ
と
」
と
い

う
過
去
に
起
こ
っ
た
出
来
事
や
思
い
を
振
り
返
っ
て
物
語
る
。
「
野
菊
の
墓
」

は
諮
り
の
現
在
か
ら
始
ま
り
、
過
去
を
回
想
し
、
最
後
に
現
在
に
戻
る
(
現

在
|
過
去
|
現
在
)
と
い
う
入
れ
子
式
の
構
造
を
持
つ
小
説
で
あ
る
。
回
想

さ
れ
る
物
語
内
容
は
、
一
五
歳
の
政
夫
と
一
七
歳
の
民
子
が
相
思
相
愛
で
あ

っ
た
の
に
、
政
夫
が
千
葉
の
学
校
へ
行
っ
て
い
る
聞
に
民
子
は
嫁
が
せ
ら

れ
、
流
産
が
原
因
で
死
ぬ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
小
説
の
最
後
で
語
り
は

矢

征士
fロ

本

司

現
在
へ
戻
り
、
政
夫
は
「
民
子
は
余
儀
な
き
結
婚
を
し
て
遂
に
世
を
去
り
」
、

「
僕
は
余
儀
な
き
結
婚
を
し
て
長
ら
え
て
い
る
」
と
述
べ
、
「
僕
の
心
は
一
日

も
民
子
の
上
を
去
ら
ぬ
」
と
結
ぼ
れ
る
。
「
野
菊
の
墓
」
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
、
一
人
称
の
語
り
手
が
語
り
の
現
在
か
ら
過
去
を
振
り
返
っ
て
語
る
叙
法

を
、
本
稿
で
は
便
宜
的
に
「
回
想
の
叙
法
」
と
名
付
け
て
お
く
。

-80一

回
想
の
叙
法
を
採
用
す
る
小
説
で
は
、
一
人
称
の
語
り
手
に
対
応
す
る
聞

《住
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き
手
が
想
定
さ
れ
る
。
「
野
菊
の
墓
」
の
モ
デ
ル
小
説
と
し
て
指
摘
の
あ
る

円控

eM

イ
ワ
ン
・
ツ
ル
ゲ
|
ネ
フ
の
「
初
恋
」
で
言
え
ば
、
手
帳
に
記
さ
れ
た
内
容

を
語
る
ヴ
ラ
ヂ
l
ミ
ル
・
ぺ
ト
ロ

l
ヴ
ィ
ッ
チ
が
一
人
称
の
語
り
手
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ヴ
ラ
ヂ
l
ミ
ル
が
手
帳
に
記
し
た
過
去
の
物
語
に
は

登
場
し
な
い
が
、
手
帳
を
捲
る
ヴ
ラ
ヂ
l
ミ
ル
の
語
り
に
耳
を
傾
け
る
部
屋

の
主
人
と
セ
ル
ゲ
イ
・
ニ
コ
ラ
l
イ
ッ
チ
と
い
う
二
人
の
友
人
が
聞
き
手
で

あ
る
。
ツ
ル
ゲ
l
ネ
フ
の
「
初
恋
」
の
語
り
の
現
在
は
、
三
人
称
の
語
り
手



に
よ
っ
て
語
ら
れ
、
回
想
さ
れ
る
過
去
(
手
帳
に
記
さ
れ
た
物
語
)
は
、
ヴ

ラ
ヂ

1
ミ
ル
に
よ
る
一
人
称
で
語
ら
れ
る
入
れ
子
式
の
構
造
に
な
っ
て
い

る
。
厳
密
に
言
え
ば
、
こ
の
場
合
は
、
物
語
を
覆
う
三
人
称
の
語
り
手
が
第

一
の
語
り
手
で
あ
り
、
(
物
語
の
大
部
分
を
占
め
る
)
手
記
の
内
容
を
語
る

(
回
想
す
る
)
ヴ
ラ
ヂ
l
ミ
ル
は
第
二
の
語
り
手
で
あ
る
。
ヴ
ラ
ヂ
l
ミ
ル

の
話
を
聞
く
二
人
の
友
人
も
、
厳
密
に
は
第
二
の
聞
き
手
で
あ
り
、
物
語
世

界
に
は
明
示
さ
れ
な
い
が
、
第
一
の
語
り
手
で
あ
る
三
人
称
の
語
り
手
の
話

を
聞
く
第
一
の
聞
き
手
も
仮
定
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
物
語
の
登
場
人
物
と
考

え
ら
れ
る
語
り
手
は
小
説
の
作
者
と
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
し
、
同
じ
く
聞
き

手
も
読
者
と
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
。

「
野
菊
の
墓
」
の
語
り
手
は
、
一
貫
し
て
一
人
称
の
政
夫
で
あ
る
が
、
も

ち
ろ
ん
作
者
で
あ
る
伊
藤
左
千
夫
と
政
夫
は
同
一
人
物
で
は
な
い
。
語
り
手

に
対
す
る
聞
き
手
は
、
「
野
菊
の
墓
」
の
物
語
世
界
で
は
明
示
さ
れ
な
い
が
、

言
わ
ば
隠
れ
た
登
場
人
物
で
あ
る
。
政
夫
が
回
想
す
る
過
去
に
お
い
て
、
民

子
は
政
夫
か
ら
の
手
紙
を
握
っ
た
ま
ま
亡
く
な
る
が
、
こ
の
手
紙
の
書
き
手

は
、
第
二
の
語
り
手
と
し
て
の
政
夫
で
あ
り
、
第
二
の
聞
き
手
は
、
手
紙
の

受
け
手
で
あ
る
民
子
と
い
う
こ
と
に
な
る
(
た
だ
し
、
政
夫
が
手
渡
し
た
手

紙
の
内
容
は
詳
述
さ
れ
な
い
)
。
ツ
ル
ゲ
l
ネ
フ
の
「
初
恋
」
で
も
、
作
中

で
ヴ
ラ
ヂ
1

ミ
ル
の
父
に
手
紙
が
届
き
、
そ
の
手
紙
を
読
ん
だ
父
は
狼
狽
す

る
。
第
二
の
語
り
手
で
あ
る
ヴ
ラ
ヂ
1
ミ
ル
は
、
こ
の
手
紙
の
送
り
主
が
ヒ

ロ
イ
ン
の
ジ
ナ
イ
1
ダ
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
が
、
手
紙
の
文
面
が
作
中

で
公
開
さ
れ
て
い
れ
ば
、
第
三
の
語
り
手
が
ジ
ナ
イ
l
ダ
で
あ
り
、
第
三
の

「こ
h

ろ
」
の
叙
法

〔桂
7
v

聞
き
手
が
ヴ
ラ
ヂ
l
ミ
ル
の
父
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
野
菊
の
墓
」
と
ツ
ル
ゲ
i
ネ
フ
の
「
は
つ
恋
」
と
嵯
峨
の
屋
お
む
ろ
の

【住
8】

「
初
恋
」
の
三
作
を
比
較
し
、
「
野
菊
の
墓
」
が
ロ
シ
ア
文
学
を
志
向
し
た
と

(注
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す
る
論
文
が
あ
る
。
確
か
に
こ
の
三
作
に
は
類
似
点
が
あ
る
が
、
本
稿
で

は
、
と
り
わ
け
三
作
と
も
回
想
の
叙
法
を
採
用
し
て
い
る
点
に
注
目
し
て
、

そ
の
共
通
点
と
相
違
点
を
再
確
認
し
て
み
た
い
。

三
作
と
も
に
回
想
の
叙
法
が
採
ら
れ
て
い
て
、
少
年
が
自
分
よ
り
年
上
の

少
女
に
恋
を
す
る
。
「
野
菊
の
墓
」
の
政
夫
と
民
子
は
山
へ
綿
を
取
り
に
行

き
二
人
き
り
に
な
る
が
、
嵯
峨
の
屋
の
「
初
恋
」
の
秀
と
お
雪
は
森
に
蕨
を

取
り
に
行
き
二
人
き
り
に
な
る
。
少
女
た
ち
は
出
産
後
も
し
く
は
流
産
後
に

亡
く
な
る
。
異
な
る
点
と
し
て
目
立
つ
の
は
、
嵯
峨
の
屋
の
「
初
恋
」
で

は
、
お
雪
は
秀
に
特
別
な
感
情
を
持
っ
て
い
な
い
の
に
対
し
、
「
野
菊
の
墓
」

の
政
夫
と
民
子
は
相
思
相
愛
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ツ
ル
ゲ
l
ネ
フ
の
「
は
つ
恋
」
も
、
「
野
菊
の
墓
」
及
び
嵯
峨
の
屋
の

「
初
恋
」
と
良
く
似
て
お
り
、
や
は
り
回
想
の
叙
法
を
採
用
し
て
い
る
。
少

年
ヴ
ラ
ヂ
l
ミ
ル
が
年
上
の
少
女
ジ
ナ
イ
l
ダ
に
好
意
を
抱
く
。
時
を
経
て

ジ
ナ
イ
l
ダ
は
他
の
男
と
結
婚
し
、
や
が
て
亡
く
な
る
。
こ
の
三
作
の
物

語
は
、
概
ね
同
じ
よ
う
に
進
行
し
て
い
く
。
「
野
菊
の
墓
」
や
嵯
峨
の
屋
の

「
は
つ
恋
」
と
異
な
り
、
ツ
ル
ゲ
l
ネ
フ
の
「
初
恋
」
で
際
立
つ
の
は
、
同

世
代
の
男
た
ち
を
翻
弄
す
る
女
王
と
し
て
君
臨
す
る
ジ
ナ
イ
l
ダ
が
、
語
り

手
ヴ
ラ
ヂ
l
ミ
ル
の
父
と
不
倫
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
ヴ
ラ
ヂ
|
ミ

ル
に
恋
愛
感
情
を
持
た
な
い
ど
こ
ろ
か
、
ヴ
ラ
ヂ
l
ミ
ル
の
父
に
好
意
を
抱

唱
E
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「
こ
、
ろ
」
の
叙
法

い
て
関
係
を
持
っ
た
ジ
ナ
イ
l
ダ
、
秀
に
対
し
て
特
別
な
感
情
を
持
た
な
か

っ
た
だ
け
の
お
雪
、
一
途
に
政
夫
を
好
い
て
い
た
民
子
。
三
つ
の
物
語
の
女

性
像
は
、
三
者
三
様
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
組
筋
を
追
う
と
、
こ
れ
ら
三
作
の
小
説
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

酷
似
し
た
点
が
多
く
あ
る
一
方
で
、
男
女
の
関
係
の
あ
り
方
、
特
に
女
性
像

が
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
相
違
点
に
こ
そ
各
作
品
の
文
学
的

個
性
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
ひ
と
ま
ず
押
さ
え
て
お
き
た
い
の
は
、
語
り

手
の
男
が
時
を
経
て
回
想
す
る
物
語
内
容
は
、
い
ず
れ
も
、
か
つ
て
好
意
を

抱
い
た
女
に
関
係
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

三
つ
の
小
説
は
い
ず
れ
も
回
想
の
叙
法
を
採
用
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
語

り
手
は
、
回
想
で
き
る
程
度
に
過
去
の
出
来
事
(
の
衝
撃
)
か
ら
距
離
を
と

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
可
能
性
が
大
き
い
。
あ
る
い
は
、
過
去
を
回
想
し
て

語
る
と
い
う
行
為
自
体
が
、
出
来
事
や
事
件
を
受
け
止
め
、
整
理
・
精
算

し
、
評
価
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
ツ
ル
ゲ
l
ネ
フ
の

「
初
恋
」
の
第
二
の
語
り
手
で
あ
る
ヴ
ラ
ヂ
I
ミ
ル
は
、
友
人
た
ち
に
初
恋

を
そ
の
場
で
語
る
よ
う
に
要
請
さ
れ
た
の
に
、
一
度
帰
っ
て
、
初
恋
に
関
す

る
事
柄
を
手
帳
に
記
述
し
、
別
日
に
友
人
た
ち
に
語
っ
て
聞
か
せ
た
の
だ
か

ら
、
一
連
の
事
件
(
初
恋
の
相
手
へ
の
思
い
、
初
恋
の
相
手
の
性
格
、
初
恋

の
相
手
と
自
分
の
父
と
の
不
倫
、
初
恋
の
相
手
と
父
の
死
な
ど
)
に
つ
い
て

の
整
理
・
精
算
が
、
少
な
く
と
も
手
帳
に
客
観
的
に
記
述
で
き
る
ほ
ど
に
完

了
し
た
地
点
に
立
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
も
し
未
だ
に
起
こ
っ
た
出
来
事

が
受
け
止
め
き
れ
ず
、
混
乱
や
動
揺
の
渦
中
に
立
ち
す
く
ん
で
い
た
と
し
た

ら
、
冷
静
で
詳
細
な
順
序
だ
っ
た
手
記
な
ど
は
到
底
書
け
ま
い
。
嵯
峨
の
屋

の
「
初
恋
」
の
秀
に
し
て
も
、
五

O
年
も
の
長
い
歳
月
を
経
て
初
恋
を
回
想

し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
初
恋
の
相
手
の
死
を
思
い
出
と
し
て
語
る
(
「
無
常

を
噛
み
締
め
る
」
)
程
度
に
は
、
気
持
ち
の
精
算
は
済
ん
で
い
る
は
ず
で
あ

る
。
「
野
菊
の
墓
」
の
政
夫
に
と
っ
て
も
事
態
は
同
じ
で
、
思
い
出
せ
ば
今

で
も
涙
が
出
る
な
ど
と
言
つ
て
は
い
る
が
、
最
後
に
は
「
余
儀
な
き
結
婚
を

さ
せ
ら
れ
て
」
云
々
と
、
過
去
の
出
来
事
に
コ
メ
ン
ト
を
付
す
ほ
ど
に
は
整

理
が
つ
い
て
い
る
。
斎
藤
美
奈
子
は
、
「
野
菊
の
墓
」
の
結
末
部
に
つ
い
て

「
「
一
日
も
民
子
の
上
を
去
ら
ぬ
」
な
ん
て
:
:
:
本
気
の
わ
け
な
い
じ
ゃ
ん
」

と
言
及
し
て
い
る
が
、
達
観
し
た
地
点
に
語
り
手
の
政
夫
が
立
っ
て
い
る
可

能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。
か
つ
て
少
年
で
あ
っ
た
頃
に
年
上
の
女
に
恋
を
し
た

語
り
手
た
ち
は
、
時
を
経
て
、
過
去
の
出
来
事
を
相
対
化
で
き
る
地
点
ま
で

達
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

n
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「
野
菊
の
墓
」
、
嵯
峨
の
屋
の
「
は
つ
恋
」
、
ツ
ル
ゲ
l
ネ
フ
の
「
初
恋
」

と
い
う
三
つ
の
小
説
は
、
ご
く
簡
単
に
要
約
す
る
と
、
「
少
年
が
年
上
の
女

を
好
き
に
な
り
、
や
が
て
そ
の
女
が
死
ぬ
」
話
で
あ
る
。
ま
た
、
「
野
菊
の

墓
」
と
嵯
峨
の
匡
の
「
は
つ
恋
」
で
は
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
妊
娠
や
出
産
が
ヒ
ロ

イ
ン
の
不
幸
(
死
)
に
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。
ツ
ル
ゲ
1
ネ
フ
の
「
初

恋
」
で
は
、
妊
娠
の
事
実
は
明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
ヴ
ラ
ヂ
l
ミ
ル
の

父
が
脳
溢
血
で
倒
れ
て
亡
く
な
る
直
前
に
、
ハ
メ
宛
に
手
紙
が
届
く
。
そ
の
手



紙
を
読
ん
だ
父
は
涙
を
流
す
ほ
ど
に
狼
狽
し
て
、
ヴ
ラ
ヂ
l
ミ
ル
の
母
に
頼

み
事
を
し
、
ほ
ど
な
く
死
亡
す
る
。
父
が
死
ぬ
と
、
ヴ
ラ
ヂ

l
ミ
ル
の
母

は
、
モ
ス
ク
ワ
へ
ま
と
ま
っ
た
額
を
送
金
し
て
い
る
。
回
想
す
る
ヴ
ラ
ヂ
l

ミ
ル
は
、
手
紙
の
送
り
主
は
ジ
ナ
イ
|
ダ
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
が
、

病
床
の
父
が
母
に
頼
ん
で
モ
ス
ク
ワ
に
い
る
ジ
ナ
イ
|
ダ
へ
送
っ
た
金
は
、

妊
娠
の
報
告
に
対
す
る
中
絶
の
た
め
の
費
用
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
淡
々
と

回
想
す
る
ヴ
ラ
ヂ
l
ミ
ル
は
、
送
金
の
理
由
に
触
れ
な
い
が
、
ヴ
ラ
ヂ

l
ミ

ル
の
気
高
い
父
が
、
手
切
れ
金
の
名
目
で
送
金
す
る
く
ら
い
で
涙
を
流
し
は

し
ま
い
。
ヴ
ラ
ヂ
l
ミ
ル
は
、
ハ
え
の
涙
が
あ
ま
り
に
意
外
で
驚
い
て
い
る
ほ

ど
だ
か
ら
、
父
が
涙
す
る
余
程
の
こ
と
が
ジ
ナ
イ
1
ダ
か
ら
の
手
紙
に
記
さ

れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
幼
い
ジ
ナ
イ
1
ダ
が
ヴ
ラ
ヂ
|
ミ
ル

の
父
の
子
を
宿
し
た
と
い
う
報
告
か
、
あ
る
い
は
、
中
絶
や
死
産
な
ど
の
報

告
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
「
野
菊
の
墓
」
も
嵯
峨
の

匡
の
「
は
つ
恋
」
も
ツ
ル
ゲ
|
ネ
フ
の
「
初
恋
」
も
、
ヒ
ロ
イ
ン
に
は
妊
娠

に
よ
る
不
幸
が
共
通
す
る
こ
と
に
な
る
。
妊
娠
が
直
接
健
康
に
影
響
し
た
わ

け
で
は
な
い
と
し
て
も
、
時
を
経
て
、
ジ
ナ
イ
l
ダ
も
不
遇
の
う
ち
に
亡
く

な
る
の
だ
か
ら
、
三
作
品
は
、
「
少
年
が
年
上
の
女
を
好
き
に
な
り
、
や
が

て
(
そ
の
女
が
他
の
男
と
の
間
で
妊
娠
し
て
不
幸
の
後
に
死
ぬ
」
と
補
足

し
て
要
約
し
直
す
こ
と
が
で
き
る
。

同
じ
よ
う
に
要
約
で
き
る
小
説
と
し
て
、
レ

l
モ
ン
・
ラ
デ
ィ
ゲ
の
「
肉

体
の
悪
魔
」
が
脳
裏
に
浮
か
ぶ
。
こ
の
小
説
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
最

中
、
一
五
歳
の
学
生
「
僕
」
が
一
九
歳
の
美
し
い
人
妻
マ
ル
ト
と
恋
に
落
ち

「
こ
〉
ろ
」
の
叙
法

る
。
マ
ル
卜
の
夫
ジ
ャ
ッ
ク
(
最
初
は
婚
約
者
)
は
出
征
中
で
、
マ
ル
ト
の

ジ
ャ
ッ
ク
へ
の
愛
は
既
に
冷
め
て
い
る
。
や
が
て
マ
ル
ト
は
妊
娠
し
、
出
産

後
に
亡
く
な
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
小
説
も
、
や
は
り
一
人
称
の
語
り

手
で
あ
る
「
僕
」
が
四
年
前
を
回
想
す
る
形
が
採
ら
れ
て
い
る
。
「
野
菊
の

墓
」
に
比
べ
れ
ば
、
圧
倒
的
に
早
熟
で
大
胆
な
若
者
た
ち
が
登
場
す
る
が
、

年
上
の
女
性
が
妊
娠
後
に
死
ぬ
と
い
う
物
語
の
展
開
は
、
「
野
菊
の
墓
」
ら

と
変
わ
ら
な
い
。

現
代
日
本
に
目
を
向
け
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
、
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
と
な

り
、
映
岡
化
も
さ
れ
た
村
上
美
佳
の
「
天
使
の
卵
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
・
エ
ッ

グ
」
に
も
当
て
は
ま
る
。
一
人
称
の
語
り
手
で
あ
る
一
九
歳
の
美
大
志
望
予

備
校
生
で
あ
る
歩
太
と
、
彼
よ
り
八
歳
年
上
の
精
神
科
医
で
未
亡
人
の
五
堂

春
妃
と
が
恋
愛
関
係
に
陥
る
。
歩
太
の
前
の
彼
女
で
あ
る
夏
妃
は
、
歩
太
へ

の
思
い
が
立
ち
き
れ
ず
、
そ
の
こ
と
を
姉
に
相
談
し
て
い
た
が
、
そ
の
姉
が

春
妃
で
あ
っ
た
。
事
後
的
に
三
者
は
自
分
た
ち
の
置
か
れ
て
い
る
関
係
を
知

る
。
や
が
て
春
妃
は
妊
娠
す
る
が
、
医
療
ミ
ス
(
薬
物
ア
レ
ル
ギ
ー
)
に
よ

っ
て
死
亡
す
る
。
時
を
経
て
、
歩
太
は
春
妃
の
肖
像
画
を
描
く
と
い
う
話
で

あ
る
が
、
事
件
を
語
っ
て
い
る
歩
太
は
、
死
別
し
た
女
を
一
服
の
絵
に
収
め

る
こ
と
が
可
能
な
ほ
ど
に
気
持
ち
の
整
浬
が
つ
い
た
と
言
え
る
。

こ
う
し
た
「
少
年
が
年
上
の
女
に
恋
を
し
、
や
が
て
女
が
(
妊
娠
し
た
後

に
)
死
ぬ
」
物
語
に
は
、
多
様
な
亜
種
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
ト
マ
ス
・

マ
ン
の
晩
年
の
短
篇
「
欺
か
れ
た
女
」
で
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
青
年
ケ
ン
に

恋
す
る
ロ
ザ
1

リ
エ
は
、
初
老
の
夫
人
で
あ
る
。
こ
の
小
説
で
は
、
ヒ
ロ
イ
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「
こ
〉
ろ
」
の
叙
法

ン
の
ロ
ザ
i
リ
エ
は
高
齢
と
い
う
設
定
の
た
め
、
物
語
上
に
妊
娠
や
出
産
と

い
う
シ
ー
ク
ェ
ン
ス
は
な
い
が
、
産
婦
件
後
に
死
ぬ
こ
と
の
代
理
で
あ
る
か
の

よ
う
に
、
ロ
ザ
l
リ
エ
は
子
宮
筋
腫
に
よ
っ
て
亡
く
な
る
。
彼
女
は
子
宮
筋

腫
に
よ
る
出
血
を
月
経
が
復
活
し
た

(
H
ケ
ン
と
の
聞
に
出
産
が
可
能
な

女
に
戻
っ
た
)
も
の
と
思
い
込
ん
で
喜
ん
で
い
た
の
に
、
「
欺
か
れ
た
」
の

で
あ
る
。
こ
の
小
説
の
語
り
手
は
一
人
称
で
は
な
く
三
人
称
の
語
り
手
で
あ

る
が
、
語
り
手
が
「
わ
た
し
た
ち
の
世
紀
」
な
ど
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
聞
き
手
と
し
て
同
じ
世
紀
を
生
き
る
人
物
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
一
人
称
の
語
り
手
が
回
想
す
る
体
裁
を
取
っ
て
は
い
な
い
が
、
そ

の
た
め
に
ロ
ザ
l
リ
エ
の
ま
く
し
立
て
る
よ
う
な
独
自
が
生
き
て
く
る
の
で

あ
り
、
こ
の
点
に
、
他
の
類
似
の
小
説
と
異
質
の
文
学
的
個
性
が
現
れ
て
い

る。
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
リ
ン
ク
の
小
説
「
朗
読
者
」
は
、
未
成
年
の
男
と

成
人
の
女
と
の
年
齢
差
が
大
き
い
小
説
で
あ
る
。
一
人
称
の
語
り
手
「
ぼ

く
」
(
一
五
歳
の
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
)
が
三
六
歳
の
ハ
ン
ナ
に
看
病
を
し
て
も
ら

い
、
男
女
の
仲
へ
と
発
展
す
る
。
や
が
て
ハ
ン
ナ
は
忽
然
と
姿
を
消
す
。
大

学
生
に
な
っ
た
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
が
ナ
チ
ス
の
裁
判
を
膨
張
に
行
く
と
、
強
制
収

容
所
の
看
守
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
被
告
席
に
ハ
ン
ナ
が
い
て
、
彼

女
は
無
期
懲
役
の
判
決
を
受
け
る
。
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
は
服
役
中
の
ハ
ン
ナ
に
一

O
年
に
わ
た
っ
て
「
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
」
(
一

O
年
か
け
て
妻
の
も
と
へ
帰

還
す
る
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
が
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
で
、
夫
の
帰
り
を
待
つ
貞
操
の
妻

ベ
ネ
ロ
ペ
が
ハ
ン
ナ
に
相
当
す
る
)
の
朗
読
テ
1
プ
(
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
流
に
言

え
ば
、
「
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
」
の
朗
読
テ
I
フ
は
「
第
二
次
物
語
言
説
」
で

あ
る
)
を
送
り
続
け
る
。
四
年
目
に
獄
中
の
ハ
ン
ナ
か
ら
手
紙
(
第
二
の
語

り
手
は
ハ
ン
ナ
)
が
届
き
、
ふ
た
り
は
久
し
ぶ
り
に
再
会
す
る
。
し
か
し
、

出
所
の
準
備
中
に
突
然
ハ
ン
ナ
が
謎
の
自
殺
を
し
て
し
ま
う
と
い
う
話
で

あ
る
。
語
り
手
の
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
の
年
齢
は
特
定
で
き
な
い
が
、
「
い
ま
で
は

三
六
歳
の
女
性
を
見
て
も
若
い
と
思
う
」
ほ
ど
の
月
日
が
流
れ
た
現
在
か
ら

過
去
を
回
想
す
る
形
式
が
採
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
小
説
に
妊
娠
の
痕

跡
は
見
つ
け
難
い
。

再
び
日
本
文
学
に
目
を
向
け
れ
ば
、
太
宰
治
の
「
人
間
失
格
」
な
ど
も
、

美
少
年
が
中
学
時
代
に
年
長
の
人
妻
と
性
的
関
係
に
陥
り
、
そ
の
人
妻
と
心

中
未
遂
事
件
を
起
こ
し
た
こ
と
を
後
年
に
な
っ
て
暴
露
す
る
小
説
で
あ
る
。

作
中
で
は
(
現
実
で
も
て
心
中
騒
ぎ
で
人
妻
だ
け
が
死
ぬ
が
、
こ
こ
で
も

回
想
の
叙
法
を
採
用
す
る
一
連
の
小
説
と
同
じ
出
来
事
が
反
復
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
一
時
期
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
片
山
恭
一
の
「
世
界
の
中
心
で
、
愛

(
注
時
V

を
さ
け
ぶ
」
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
「
セ
カ
チ
ュ

l
」
は
、
語
り
手
の
朔
太

郎
が
一

O
年
以
上
前
の
高
校
時
代
の
恋
愛
を
回
想
す
る
小
説
で
あ
る
。
恋
愛

対
象
の
ア
キ
は
朔
太
郎
と
同
級
生
だ
が
、
そ
の
ア
キ
は
一
七
歳
で
白
血
病

に
よ
り
他
界
す
る
。
あ
る
い
は
、
村
上
春
樹
の
「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」
も
、

三
七
歳
の
「
僕
」
が
飛
行
機
の
中
か
ら
一
八
年
前
の
学
生
時
代
を
回
想
す
る

小
説
で
あ
る
。
「
僕
」
の
恋
愛
対
象
の
直
子
は
精
神
病
院
に
入
院
し
、
後
に

自
殺
す
る
。
同
じ
く
村
上
春
樹
の
処
女
作
「
風
の
歌
を
聴
け
」
も
、
二
九
歳

の
「
僕
」
が
二
一
歳
の
学
生
時
代
を
回
想
す
る
形
式
の
小
説
で
、
「
僕
」
の
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恋
人
が
自
殺
す
る
。
そ
の
後
に
登
場
す
る
左
手
の
小
指
が
な
い
彼
女
は
、
顔

も
覚
え
て
い
な
い
男
の
子
供
を
妊
娠
し
て
中
絶
し
、
や
が
て
姿
を
消
す
。
古

【
住
田
}

く
は
、
森
鴎
外
の
「
舞
姫
」
も
回
想
の
叙
法
を
採
っ
て
い
る
。
太
田
豊
太
郎

が
船
の
中
か
ら
五
年
前
の
ド
イ
ツ
で
の
出
来
事
を
回
想
す
る
。
恋
愛
対
象
は

ド
イ
ツ
人
の
舞
姫
こ
と
エ
リ
ス
だ
が
、
彼
女
は
「
十
六
七
」
歳
で
、
豊
太
郎

の
子
を
身
ご
も
り
、
や
が
て
発
狂
す
る
。
豊
太
郎
の
年
齢
は
定
か
で
は
な
い

が
、
こ
の
場
合
は
エ
リ
ス
の
方
が
年
下
で
あ
る
。
「
セ
カ
チ
ュ

l
」
や
村
上

春
樹
の
小
説
で
は
男
女
は
同
級
生
だ
が
、
女
た
ち
が
自
身
や
亦
ヤ
人
の
死
を
受

け
入
れ
て
い
る
点
を
み
れ
ば
、
精
神
年
齢
は
男
よ
り
女
の
方
が
高
い
と
言
え

る
。
鴎
外
の
「
舞
姫
」
に
お
け
る
エ
リ
ス
の
発
狂
は
、
実
質
的
に
は
死
に
近

い
扱
い
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
回
想
の
叙
法
を
採
用
す
る
代
表
的
な
小
説
を
思
い
つ
く
ま
ま
に

み
て
き
た
が
、
繰
り
返
し
て
確
認
す
れ
ば
、
男
が
若
き
日
の
恋
を
回
想
の
形

式
で
語
る
小
説
で
は
、
主
人
公
の
男
よ
り
恋
愛
対
象
の
年
長
の
女
は
先
に
死

ぬ
。
な
お
か
つ
薄
幸
の
う
ち
に
死
ぬ
。
し
か
も
、
し
ば
し
ば
女
性
は
好
き
で

も
な
い
男
と
結
婚
し
(
あ
る
い
は
結
婚
後
に
そ
の
恋
か
ら
冷
め
て
て
望
ま

ぬ
出
産
や
流
産
が
遠
因
と
な
っ
て
死
ぬ
。
年
上
の
女
は
、
年
上
で
あ
る
が
ゆ

え
に
(
結
婚
が
可
能
な
年
齢
で
あ
る
が
ゆ
え
に
)
、
妊
娠
と
い
う
ト
ピ
ッ
ク

が
付
き
物
と
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
合
わ
せ
鏡
と
し
て
、
年
下
の
少
年
の

方
は
、
(
妊
娠
に
必
要
な
性
的
能
力
は
あ
っ
て
も
)
未
熟
者
と
し
て
描
か
れ
、

や
が
て
時
を
経
て
成
人
後
に
過
去
を
述
懐
す
る
。
シ
ュ
リ
ン
ク
の
「
朗
読

者
」
で
は
、
女
は
妊
娠
が
難
し
い
年
齢
に
達
し
て
い
る
し
、
「
セ
カ
チ
ュ

l
」

「
こ
》
ろ
」
の
叙
法

の
ヒ
ロ
イ
ン
は
重
病
で
あ
る
か
ら
妊
娠
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
偏
差
は
あ

る
に
せ
よ
、
年
上
の
女
を
好
き
に
な
っ
た
男
が
回
想
す
る
形
式
の
話
は
、
概

ね
定
型
的
で
あ
り
、
構
造
的
な
反
復
が
認
め
ら
れ
る
(
と
同
時
に
、
構
造
的

な
差
異
も
あ
り
、
そ
こ
に
各
小
説
の
個
性
が
あ
る
)
。
か
つ
て
斎
藤
美
奈
子

《
注
却
V

は
、
(
家
庭
内
を
除
く
)
妊
娠
が
登
場
す
る
小
説
を
総
称
し
て
「
妊
娠
小
説
」

と
呼
ん
だ
が
、
斎
藤
美
奈
子
の
定
義
を
拡
大
し
、
(
家
庭
内
も
含
む
)
望
ま

な
い
妊
娠
が
登
場
す
る
小
説
の
一
定
型
と
し
て
、
若
い
男
(
少
年
・
青
年
)

が
年
上
の
女
に
恋
を
す
る
回
想
形
式
の
小
説
群
が
あ
る
と
言
っ
て
お
こ
う
。

回
想
の
叙
法
を
採
用
す
る
小
説
に
は
、
お
そ
ら
く
次
の
こ
と
が
共
通
す

る
。
そ
れ
は
、
過
去
を
回
想
す
る
現
在
に
お
い
て
、
語
り
手
は
、
過
去
に
起

こ
っ
た
出
来
事
を
現
在
に
お
い
て
は
語
る
に
値
す
る
と
判
断
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
(
想
定
さ
れ
る
聞
き
手
を
前
に
し
て
)
現
に
語

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
明
ら
か
だ
。
た
と
え
ば
、
あ
る
事
件
が
起
こ
っ
た

過
去
に
お
い
て
は
、
そ
の
事
件
は
語
る
に
値
し
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
が
、

現
在
に
な
っ
て
、
何
ら
か
の
「
相
応
の
理
由
」
に
よ
っ
て
、
過
去
の
事
件
は

語
る
に
足
る
と
語
り
手
に
判
断
さ
れ
た
。
も
し
く
は
、
も
と
も
と
諮
る
に
足

る
内
容
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
語
る
に
は
、
「
相
応
の
理
由
」
に
よ
っ

て
、
語
り
手
に
は
一
定
の
時
を
経
る
必
要
が
あ
っ
た
。
回
想
の
叙
法
を
採
る

小
説
全
般
に
差
し
当
た
り
一
言
守
え
る
の
は
、
「
相
応
の
理
由
」
(
語
り
手
に
課
さ

れ
て
い
た
禁
止
事
項
の
解
除
が
起
こ
っ
た
の
か
、
語
り
手
が
語
る
に
足
る
ス
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「
こ
〉
ろ
」
の
叙
法

テ
l
ジ
ま
で
到
達
し
た
の
か
、
語
り
手
の
気
持
ち
ゃ
関
係
や
物
理
的
な
諸
事

項
の
整
理
・
精
算
が
つ
い
た
の
か
な
ど
)
に
よ
っ
て
、
過
去
(
の
事
件
)
を

語
る
現
在
の
語
り
手
は
、
事
件
当
時
の
諸
関
係
の
中
に
身
を
置
い
て
い
た
時

よ
り
も
、
時
間
を
経
て
事
件
(
及
び
諸
関
係
)
と
の
距
離
を
得
る
こ
と
で
、

二
定
の
術
敵
的
な
視
座
を
獲
得
し
て
い
る
(
相
対
化
に
成
功
し
て
い
る
)
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で
な
い
と
、
(
語
り
手
に
対
し
て
想
定
さ
れ
る
)

「
聞
き
手
」
に
わ
か
る
よ
う
に
整
合
的
に
説
明
す
る
H
物
語
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
な
お
、
回
想
す
る
現
在
に
お
い
て
、
他
な
ら
ぬ
当
事
者
の
女
が
他
界

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
(
女
に
気
兼
ね
せ
ず
)
、
語
り
手
は
回
想
を
「
聞
き
手
」

に
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
語
る
現
在
に
お
い
て
、
語
り
手
の
回
想
の
公

表
を
拒
否
(
あ
る
い
は
許
可
)
す
る
主
体
(
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
暴
露
さ
れ
る

女
)
は
既
に
こ
の
世
に
存
在
し
な
い
か
ら
、
過
去
の
事
件
を
聞
き
手
に
公
表

す
る
こ
と
に
関
し
て
、
語
り
手
は
語
る
こ
と
の
責
任
を
一
手
に
引
き
受
け
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
「
朗
読
者
」
の
一
人
称
の
語
り
手

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
は
、
小
説
の
末
尾
で
、
最
初
は
書
こ
う
と
し
て
も
な
か
な
か

物
語
が
蘇
っ
て
こ
な
か
っ
た
と
話
し
、
「
な
ん
て
悲
し
い
物
語
な
ん
だ
ろ
う
」

と
長
く
思
っ
て
い
た
が
、
物
語
を
完
全
に
整
理
で
き
た
後
は
、
「
い
ま
の
ぼ

く
は
、
こ
れ
が
真
実
の
物
語
な
ん
だ
と
思
い
、
悲
し
い
か
幸
福
か
な
ん
て
こ

と
に
は
ま
っ
た
く
意
味
が
な
い
と
考
え
て
い
る
」
と
述
懐
す
る
ま
で
に
、
精

神
的
な
ス
テ
ー
ジ
が
変
化
し
た
と
き
P
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
回
想
の
叙
法
を
用
い
る
語
り
手
に
上
述
の
よ
う
な
性
質
が
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
激
石
の
「
こ
h

ろ
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

激
石
は
「
野
菊
の
墓
」
を
絶
賛
し
た
が
、
そ
の
激
石
の
小
説
で
は
、
女
は

ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
か
。
「
野
菊
の
墓
」
に
感
激
す
る
激
石
で
あ

る
か
ら
、
そ
れ
と
対
称
的
な
ツ
ル
ゲ
l
ネ
フ
の
「
初
恋
」
に
登
場
す
る
女
王

ジ
ナ
イ
l
ダ
な
ど
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
不
快
な
存
在
と
な
ろ
う
。
「
野

菊
の
墓
」
と
同
じ
明
治
三
九
年
に
発
表
さ
れ
た
「
草
枕
」
の
那
美
ゃ
、
そ
の

〔
注
目
)

二
年
後
に
書
か
れ
た
「
三
四
郎
」
の
美
禰
子
な
ど
は
、
民
子
か
ジ
ナ
イ
l
ダ

か
ど
ち
ら
か
に
分
別
す
る
と
な
れ
ば
、
ジ
ナ
イ
l
ダ
に
近
い
「
新
し
い
女
」

に
な
る
だ
ろ
う
。
夫
と
離
婚
し
、
夫
に
金
の
無
心
を
さ
れ
、
満
州
へ
立
つ
夫

と
汽
車
の
窓
越
し
に
見
つ
め
合
う
那
美
は
、
ジ
ナ
イ
l
ダ
の
よ
う
に
命
を
落

と
し
は
し
な
い
が
、
決
し
て
幸
福
と
は
言
え
な
い
。
美
禰
子
に
し
て
も
、
好

き
合
っ
て
い
た
野
々
宮
と
結
婚
で
き
ず
、
未
知
の
男
性
に
嫁
い
だ
の
だ
か

ら
、
ヴ
ラ
ヂ
l
ミ
ル
の
父
と
結
婚
で
き
ず
、
別
の
男
へ
嫁
い
だ
ジ
ナ
イ
l
ダ

の
よ
う
で
は
な
い
か
。
美
し
い
ジ
ナ
イ
|
ダ
の
周
囲
に
は
「
崇
拝
者
」
が
群

が
り
、
彼
女
は
ヴ
ラ
ヂ
l
ミ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
崇
拝
者
を
弄
ぶ
。
ヴ
ラ
ヂ

|
ミ
ル
に
は
ジ
ナ
イ
|
ダ
の
心
中
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
激
石
の

コ
ニ
四
郎
」
で
は
、
三
四
郎
こ
そ
が
美
禰
子
の
「
崇
拝
者
」
に
相
当
し
、
ヴ

ラ
ヂ
l
ミ
ル
の
よ
う
に
、
三
四
郎
も
美
禰
子
の
胸
中
を
推
し
量
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

「
初
恋
」
や
「
野
菊
の
墓
」
な
ど
の
回
想
の
叙
法
を
採
る
小
説
は
、
過
去

の
出
来
事
が
挟
み
込
ま
れ
る
入
れ
子
式
の
構
造
を
持
つ
が
、
斎
藤
美
奈
子

は
、
過
去
を
挟
み
込
ん
で
回
想
す
る
現
在
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
挟
み
込
ま
れ
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た
事
件
を
焦
点
化
す
る
た
め
の
額
縁
の
よ
う
な
も
の
だ
と
言
い
、
回
想
さ
れ

る
過
去
は
額
縁
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
る
一
服
の
絵
の
よ
う
な
も
の
だ
と
述
べ

て
い
る
。
斎
藤
美
奈
子
が
言
う
よ
う
に
、
回
想
の
民
子
や
回
想
の
ジ
ナ
イ
ー

ダ
が
額
縁
に
収
ま
る
絵
の
モ
デ
ル
な
の
だ
と
す
れ
ば
、
画
家
に
自
分
の
画
を

描
く
よ
う
に
求
め
、
最
後
の
汽
車
の
見
送
り
の
場
面
で
よ
う
や
く
画
家
か
ら

画
に
な
る
と
言
わ
れ
る
那
美
や
、
画
家
の
原
口
の
肖
像
画
「
森
の
女
」
の
モ

デ
ル
と
な
り
、
最
後
に
そ
の
画
が
完
成
す
る
美
禰
子
は
、
回
想
形
式
の
小
説

で
悲
劇
的
な
ヒ
ロ
イ
ン
が
文
字
通
り
額
縁
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
、
額
縁
に
よ

っ
て
収
め
ら
れ
た
と
言
え
よ
う
。
要
す
る
に
、
民
子
の
よ
う
な
純
真
性
に
感

激
す
る
激
石
が
摘
く
小
説
に
お
い
て
は
、
民
子
と
隔
絶
す
る
女
性
は
、
「
草

枕
」
で
画
家
が
那
美
を
「
憐
れ
」
と
評
し
た
よ
う
な
物
悲
し
い
一
服
の
絵
に

収
め
ら
れ
、
あ
ま
り
幸
福
な
未
来
は
用
意
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
死
ん

だ
春
妃
の
間
像
画
が
歩
太
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
「
天
使
の
卵
エ
ン
ジ
ェ
ル

ス
・
エ
ッ
グ
」
も
、
こ
の
延
長
に
捉
え
ら
れ
よ
う
。

四

「
こ
〉
ろ
」
も
、
一
人
称
の
語
り
手
(
元
青
年
)
に
よ
る
回
想
の
叙
法
を

採
る
小
説
で
あ
る
。
「
こ
〉
ろ
」
の
冒
頭
部
を
確
認
す
る
と
、
「
私
は
そ
の

人
を
常
に
先
生
と
呼
ん
で
い
た
」
、
「
だ
か
ら
こ
こ
で
も
た
だ
先
生
と
書
く

だ
け
」
、
「
私
は
そ
の
人
の
制
閣
制
剛
叫
剖
引
ご
と
に
」
、
「
割
引
制
寸
寸
叫

心
持
は
同
じ
事
」
、
「
引
叫
吋
制
叫
剖
叫
剖
叫
叶
川
劃
剖
割
削
寸
叶
」
(
傍
線

は
全
て
引
用
者
)
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。
傍
線
部
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、

「
こ
〉
ろ
」
の
叙
法

過
去
の
出
来
事
を
当
時
「
ま
だ
若
々
し
い
書
生
で
あ
っ
た
」
(
と
い
う
こ
と

は
、
今
は
若
々
し
く
な
い
)
語
り
手
が
、
「
筆
を
執
っ
て
」
、
過
去
を
回
想
し

て
い
る
。
上
中
下
の
三
部
構
成
で
、
下
の
部
分
が
全
て
先
生
の
遺
書
に
当
て

ら
れ
て
い
る
の
で
わ
か
り
に
く
い
が
、
年
を
経
た
語
り
手
(
元
青
年
)
が
過

去
を
回
想
し
、
そ
の
回
想
の
途
中
に
、
先
生
か
ら
の
「
遺
室
己
を
聞
き
手
に

(
法
担
)

対
し
て
公
開
し
て
い
る
と
読
め
る
。
小
森
陽
一
は
い
ち
早
く
こ
の
点
を
押
さ

え
、
青
年
が
「
自
ら
の
手
記
の
中
に
遺
書
を
引
用
し
よ
う
と
」
し
た
と
主
張

(
住
町
)

し
た
。
語
り
手
の
元
青
年
が
回
想
す
る
現
在
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
敬
愛
し

た
先
生
は
存
在
し
な
い
の
で
、
先
生
は
そ
の
「
迫
害
」
の
公
聞
を
物
理
的
に

拒
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
先
生
は
妻
の
静
が
気
が
か
り
で
、
遺
書
を
公
開
し

な
い
よ
う
に
青
年
に
釘
を
刺
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
青
年
は
遺
書

を
公
開
し
た
の
だ
か
ら
、
先
生
(
と
静
)
と
の
関
係
や
先
生
へ
の
評
価
な
ど

が
、
時
を
経
た
語
り
手
の
元
青
年
に
お
い
て
は
、
先
生
の
命
令
に
背
く
こ
と

が
で
き
る
程
度
に
整
理
・
清
算
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

小
森
陽
一
は
先
生
の
死
後
に
青
年
と
静
が
「
共
生
」
す
る
可
能
性
を
示
唆

(
日
川
田
〉

し
て
い
る
が
、
「
こ
〉
ろ
」
を
「
年
下
の
男
(
少
年
・
青
年
)
が
年
上
の
女

を
好
き
に
な
り
、
や
が
て
(
そ
の
女
が
他
の
男
と
の
間
で
妊
娠
し
て
不
幸

の
後
に
死
ぬ
」
と
い
う
回
想
の
叙
法
を
採
る
小
説
の
定
型
に
当
て
は
め
れ

ば
(
「
こ
h

ろ
」
を
若
い
男
と
年
長
の
女
が
恋
愛
し
た
小
説
と
み
れ
ば
)
、
先

生
の
亡
き
後
、
青
年
と
静
は
恋
愛
関
係
に
な
っ
た
も
の
の
、
静
は
妊
娠
や
出

産
(
流
産
)
に
ま
つ
わ
る
病
に
よ
っ
て
死
に
瀕
す
る
ほ
ど
に
健
康
を
害
し
て

(
注
四
v

い
る
と
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
静
と
青
年
と
の
聞
に
恋
愛
関
係
が
生
じ

ヴ
，
a

n
k
u
 



「
こ
》
ろ
」
の
叙
法

た
の
か
、
静
と
青
年
と
の
聞
に
子
が
も
う
け
ら
れ
た
の
か
、
無
職
の
青
年
に

生
活
や
人
生
は
託
せ
な
か
っ
た
の
か
、
静
は
第
三
者
と
再
婚
し
た
の
か
、
第

三
者
と
の
聞
に
子
が
も
う
け
ら
れ
た
の
か
、
子
を
も
う
け
よ
う
と
し
た
も
の

の
流
産
し
た
の
か
等
々
の
様
々
な
物
語
の
展
開
も
想
像
で
き
る
。
少
な
く
と

も
、
回
想
の
叙
法
を
採
る
小
説
の
語
り
手
一
般
に
言
え
る
こ
と
が
、
「
こ
』

ろ
」
の
青
年
に
も
当
て
は
ま
る
と
す
れ
ば
、
い
ず
れ
静
と
距
離
を
置
い
た
語

り
手
の
元
青
年
は
、
時
を
経
て
先
生
の
影
響
圏
か
ら
脱
し
、
(
ヴ
ラ
ヂ
l
ミ

ル
が
父
と
ジ
ナ
イ
l
ダ
を
相
対
化
で
き
た
よ
う
に
)
先
生
と
静
を
相
対
化
で

き
る
地
点
ま
で
到
達
し
た
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

小
森
陽
一
は
、
「
『
こ
こ
ろ
』
に
は
、
「
私
」
と
「
先
生
」
と
い
う
二
人
の

手
記
の
書
き
手
が
い
て
、
「
私
」
(
青
年
)
の
語
り
は
、
「
先
生
」
の
過
去
も

語
り
も
差
異
化
す
る
が
、
そ
れ
は
「
否
定
」
や
批
判
で
は
な
く
、
「
「
先
生
」

の
行
為
を
反
復
し
、
共
感
す
る
要
素
を
持
つ
」
と
言
い
、
先
生
と
青
年
と
読

者
の
自
己
意
識
が
「
多
層
的
円
環
的
に
組
み
あ
わ
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い

ud
し
か
し
、
語
り
手
に
対
応
す
る
隠
れ
た
登
場
人
物
で
あ
る
聞
き
手
に
向

か
っ
て
、
元
青
年
の
語
り
手
が
、
先
生
を
裏
切
る
か
の
よ
う
に
、
先
生
が
嫌

が
っ
た
遺
書
の
公
開
に
踏
み
切
る
の
だ
か
ら
、
元
青
年
に
よ
る
「
先
生
の
過

去
」
の
「
差
異
化
」
が
「
否
定
」
や
批
判
で
は
な
い
と
言
い
切
れ
る
だ
ろ
う

か
。
元
青
年
が
「
先
生
の
行
為
を
反
復
」
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
、
な
お
さ

ら
年
輪
を
重
ね
て
培
わ
れ
た
冷
徹
な
批
評
眼
(
リ
ア
ル
さ
や
ク
l
ル
さ
)
を

研
ぎ
澄
ま
し
、
「
共
感
す
る
要
素
」
を
凌
駕
す
る
地
平
に
元
青
年
の
語
り
手

は
到
達
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

回
想
の
叙
法
を
採
る
小
説
の
仲
間
に
「
こ
、
ろ
」
を
加
え
れ
ば
、
元
青
年

で
あ
る
語
り
手
は
、
年
長
の
静
と
添
い
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
結

婚
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
先
生
と
い
う
寄
る
辺
を
失
っ
た
静
と
ど
の

よ
う
な
カ
タ
チ
で
あ
れ
「
共
生
」
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
出
産
に
ま

つ
わ
る
病
が
原
因
と
な
っ
て
静
が
病
専
の
身
で
あ
る
、
「
舞
姫
」
の
エ
リ
ス

が
発
狂
し
た
よ
う
な
、
死
に
も
等
し
い
悲
劇
が
静
を
襲
っ
た
等
々
の
あ
ま
り

明
る
く
な
い
未
来
が
予
想
さ
れ
る
。
小
森
陽
一
が
言
う
「
行
為
を
反
復
」
や

「
多
層
的
円
環
的
」
な
組
み
合
わ
せ
が
あ
る
の
だ
と
し
て
も
、
元
青
年
と
静

と
の
「
共
生
」
の
可
能
性
よ
り
も
、
寧
ろ
か
つ
て
青
年
が
危
篤
の
父
を
見
捨

て
て
先
生
の
も
と
へ
駆
け
つ
け
よ
う
と
し
た
行
為
が
反
復
さ
れ
て
元
青
年
が

瀕
死
の
静
か
ら
距
離
を
と
り
、
静
の
母
と
元
青
年
の
父
が
同
じ
病
に
倒
れ
た

《
益
剖
》

こ
と
が
反
復
さ
れ
て
静
も
ま
た
同
じ
病
を
患
う
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
静
は
策

《
控
担
》

略
家
だ
と
す
る
説
が
あ
る
が
、
激
石
の
他
の
小
説
の
女
(
那
美
、
美
禰
子
)

や
女
王
ジ
ナ
イ
l
ダ
の
延
長
に
静
が
い
る
と
し
た
ら
、
彼
女
は
罰
に
も
等
し

い
厳
し
い
状
況
に
追
い
や
司
り
れ
る
は
ず
だ
(
那
美
の
よ
う
に
愛
す
る
夫
と
引

き
裂
か
れ
る
孤
独
、
美
禰
子
の
よ
う
な
望
ま
な
い
結
婚
、
ジ
ナ
イ
l
ダ
の
よ

う
な
不
倫
・
懐
妊
を
経
て
の
死
)
。

回
想
の
叙
法
を
採
用
す
る
小
説
の
語
り
手
の
男
た
ち
は
、
多
少
の
偏
差
は

あ
る
も
の
の
、
時
を
経
て
、
物
理
的
に
も
精
神
的
に
も
女
と
距
離
を
置
い
た

地
平
に
立
ち
、
自
分
と
女
と
の
聞
に
か
つ
て
存
在
し
た
関
係
や
事
件
を
冷
徹

に
整
理
・
精
算
し
て
い
る
。
な
ら
ば
、
「
こ
h

ろ
」
の
語
り
手
で
あ
る
元
青

年
も
、
回
想
の
叙
法
を
採
用
す
る
他
の
小
説
に
準
じ
て
、
(
彼
に
多
少
の
愛
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情
や
憐
偶
や
後
悔
の
念
が
残
っ
て
い
た
と
し
て
も
)
遠
く
か
ら
静
に
つ
い
て

の
整
理
・
精
算
を
果
た
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
回
想
の
叙
法
を
採
用
す

る
小
説
の
定
型
に
照
ら
せ
ば
、
小
森
陽
一
が
想
像
す
る
静
と
青
年
の
「
共

生
」
と
い
う
未
来
は
む
し
ろ
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
し
、
石
原
千
秋
が
用
い
る

「
成
長
」
や
「
大
人
」
や
「
覚
悟
」
や
「
葛
藤
」
や
「
通
過
儀
礼
」
な
ど
の

【
住
田
】

倫
理
的
な
言
葉
か
ら
遥
か
に
遠
ぎ
か
る
地
平
に
元
青
年
の
精
神
は
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
仮
に
元
青
年
の
私
と
静
と
の
聞
に
一
時
的
な
「
共
生
」
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
死
の
影
が
纏
い
つ
く
暗
い
未
来
が
予
想
さ
れ
る
。

「
朗
読
者
」
の
語
り
手
、
、
、
ヒ
ャ
エ
ル
は
、
自
分
が
語
っ
た
物
語
の
終
わ
り

で
、
か
つ
て
は
そ
れ
を
「
悲
し
い
物
語
巴
と
思
っ
た
が
、
現
在
で
は
「
こ
れ

が
真
実
の
物
語
な
ん
だ
と
思
い
、
悲
し
い
か
幸
福
か
な
ん
て
こ
と
に
は
ま
っ

た
く
意
味
が
な
い
と
考
え
て
」
い
て
、
か
つ
て
の
経
験
が
「
現
在
進
行
中

の
」
も
の
と
し
て
「
後
の
体
験
の
中
に
見
い
だ
さ
れ
る
」
と
語
っ
た
上
で
、

「
ぼ
く
は
や
っ
ぱ
り
、
自
由
に
な
る
た
め
に
物
語
を
書
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
」
と
結
論
付
け
る
が
、
こ
の
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
の
先
達
が
「
こ
』
ろ
」
の
元
青

年
で
は
な
か
ろ
う
か
。
元
青
年
が
語
る
「
事
実
の
物
語
」
は
、
「
悲
し
い
か

幸
福
か
」
や
大
人
か
子
ど
も
か
な
ど
と
い
っ
た
二
項
対
立
的
な
図
式
で
評
価

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
「
共
生
」
と
い
う
リ
ベ
ラ
ル
な
あ
り
方
も
倫
理
的

な
タ
l
ム
や
成
長
物
語
と
い
う
枠
組
も
雲
散
霧
消
す
る
、
も
っ
と
「
自
由
に

な
る
た
め
」
の
現
実
に
、
「
こ
h

ろ
」
の
語
り
手
は
到
達
し
て
い
る
に
ち
が

し
な
し

「
こ
、
ろ
」
の
叙
法

注 i主
1 

J
-
ジ
ユ
ネ
ッ
ト
は
、
テ
ク
ス
ト
そ
れ
自
体
を
「
物
語
言
説
」
(
『

2
5

と
呼
び
、
テ
ク
ス
ト
か
ら
読
み
取
れ
る
物
語
世
界
の
内
容
を
「
物
語
内
容
」

(
E
m
g可
申
)
と
呼
ん
で
、
両
者
を
区
別
し
て
い
る
(
『
物
語
の
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
|
方
法
論
の
試
み
叢
書
記
号
学
的
実
践
2
』
花
輪
光
・
和
泉
涼
一
訳
、

水
声
社
、
一
九
八
五
年
年
九
月
)
が
、
こ
の
ジ
ユ
ネ
ッ
ト
の
区
別
に
本

稿
は
従
・
つ
。

東
京
・
大
阪
『
朝
日
新
聞
』
、
一
九
一
四
年
四
月
二

O
日
1
八
月
一
一
日

『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
、
一
九
O
六
年
一
月
一
日

ジ
ユ
ネ
ッ
ト
は
『
物
語
の
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
』
(
注
1
)
で
、
「
物
語
内
容

の
現
時
点
に
対
し
て
先
行
す
る
出
来
事
を
あ
と
に
な
っ
て
か
ら
喚
起
す

る
一
切
の
諮
り
の
操
作
」
を
「
後
説
法
」
(
自
色
。
富
田
)
と
名
付
け
、
「
人
称
」

は
不
適
切
な
言
い
方
だ
と
し
て
使
用
せ
ず
、
語
り
を
「
態
」
の
レ
ベ
ル

で
抽
象
化
し
て
分
析
し
て
い
る
。
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
流
に
言
え
ば
、
「
回
想
」

は
錯
時
法
と
し
て
は
後
説
法
に
含
ま
れ
る
が
、
本
稿
の
目
的
は
物
語
論

の
理
論
的
研
究
で
は
な
い
の
で
、
高
度
に
抽
象
化
さ
れ
た
ジ
ュ
ネ
ッ
ト

の
概
念
(
「
後
説
法
」
や
「
態
」
)
は
避
け
、
具
体
的
な
小
説
を
分
析
す

る
際
に
便
宜
的
・
慣
用
的
で
運
用
し
や
す
い
「
回
想
」
や
「
人
称
」
と
い
っ

た
概
念
を
用
い
る
。

永
塚
功
「
「
野
菊
の
墓
」
成
立
に
関
す
る
比
較
文
学
試
論
|
嵯
峨
の
屋

御
室
「
初
恋
」
を
媒
介
と
し
た
ロ
シ
ア
文
学
へ
の
志
向
」
(
『
語
文
』
、

一
九
八
六
年
六
月
)
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叙
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『
読
者
文
庫
』
、
一
八
六
O
年

ジ
ュ
ネ
ッ
ト
は
『
物
語
の
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
』
(
注
1
)
で
、
手
記
や
書
簡

な
ど
の
陣
入
に
よ
っ
て
衡
さ
れ
る
物
語
言
説
を
第
二
次
物
語
言
説
と
呼

ぶ
。
「
初
恋
」
で
き
守
え
ば
、
語
り
の
現
在
が
第
一
次
物
語
一
言
説
で
あ
り
、

回
想
さ
れ
る
手
帳
の
記
述
が
第
二
次
物
語
言
説
で
あ
る
o

な
お
、
第
二

の
語
り
手
は
第
二
次
物
語
言
説
に
対
応
す
る
。

『
都
の
花
』
、
一
八
八
九
年
一
月

注
5
に
同
じ

『
名
作
後
ろ
読
み
』
、
中
央
公
論
新
社
、
一
一

O
三
二
年
一
月

ベ
ル
ナ
l
ル
・
グ
ラ
ッ
セ
、
一
九
二
三
年
三
月

集
英
社
、
一
九
九
四
年
一
月
。
映
画
(
製
作
は
松
竹
他
、
配
給
は
松
竹
、

監
督
は
富
樫
森
、
出
演
は
市
原
隼
人
、
小
西
真
奈
美
、
沢
尻
エ
リ
カ
他
)

の
公
開
は
二

O
O六
年
一

O
月
二
一
日

γ
向
。
兵
三
一
九
五
三
年
九
月

巴
O

問。ロ

g
〈
め
門
戸
田
岡
一
九
九
五
年
。
題
名
は
語
り
(
朗
読
)
の
重
要

性
を
示
唆
す
る
も
の
だ
が
、
語
り
手
は
、
「
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
」
を
テ
ー

プ
に
録
る
「
朗
読
者
」
(
第
二
の
語
り
手
)
で
あ
る
と
同
時
に
、
一
人
称

の
語
り
手
が
過
去
を
回
想
し
て
語
る
「
朗
読
者
」
(
第
一
の
語
り
手
)
で

も
あ
る
。
二

O
O八
年
に
「
愛
を
読
む
ひ
と
」
と
題
し
て
映
画
化
さ
れ
、

ヒ
ロ
イ
ン
役
の
ケ
イ
ト
・
ウ
ィ
ン
ス
レ
ッ
卜
が
ア
デ
ミ
l
主
演
女
優
賞

を
受
賞
。

『
展
望
』
、
一
九
四
八
年
六
月
i
八
月

小
学
館
、
二

O
O
一
年
四
月
。
「
野
菊
の
纂
」
を
「
元
祖
セ
カ
チ
ュ

l
」

だ
と
述
べ
る
論
文
も
あ
る
(
高
橋
与
四
男
「
純
愛
物
語
論
伊
藤
左
千

夫
『
野
菊
の
墓
』
を
中
心
に
|
」
『
東
海
大
学
紀
要
海
洋
学
部
』
、
二

O

注注注注 i注
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16 15 

注注注注注
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O
六
年
三
月
)
。

講
談
社
、
一
九
八
七
年
九
月

『
群
像
』
、
一
九
七
九
年
六
月

『
国
民
之
友
』
、
一
八
九

O
年
一
月

『
妊
娠
小
説
』
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
四
年
六
月

「
明
治
三
八
年
一
二
月
二
九
日
付
夏
目
激
石
書
簡
」
(
『
激
石
全
集
』
第

二
二
巻
、
岩
波
書
庖
、
一
九
九
六
年
年
三
月
)

『
新
小
説
』
、
一
九
O
六
年
九
月

東
京
・
大
阪
「
朝
日
新
聞
』
、
一
九
O
八
年
九
月
一
日

i
一
二
月
二
九
日

美
禰
子
と
野
々
宮
の
結
婚
進
行
説
は
、
酒
井
英
行
「
広
田
先
生
の
夢
|

「
一
二
四
郎
」
か
ら
「
そ
れ
か
ら
」
へ
」
(
『
文
義
と
批
評
』
、
一
九
七
八

年
七
月
)
や
重
松
泰
雄
「
評
釈
・
『
三
四
郎
』
」
(
『
凶
文
学
』
、
一
九
七
五

年
五
月
)
な
ど
の
論
文
が
鳴
矢
で
、
助
川
徳
田
疋
は
「
野
々
宮
と
美

禰
子
は
結
婚
を
目
指
し
て
交
際
の
歴
史
を
織
る
」
(
『
解
釈
と
鍛
賞
』
、

一
九
七
八
年
一
一
月
)
と
簡
潔
に
記
し
て
い
る
。
美
禰
子
と
野
々
{
呂
の

結
婚
進
行
説
の
進
捗
と
現
在
の
趨
勢
に
つ
い
て
は
、
石
原
千
秋
が
『
激

石
は
ど
う
読
ま
れ
て
き
た
か
』
(
新
曜
社
、
二

O
一
O
年
五
月
)
で
ま
と

め
て
説
明
し
て
い
る
。

注
目
に
同
じ

冒
頭
の
「
こ
れ
は
世
間
に
怖
か
る
遠
慮
と
い
う
よ
り
も
」
(
上
一
)
と
い

う
二
即
か
ら
も
、
語
り
手
の
元
青
年
に
よ
る
(
先
生
の
迫
害
を
含
む
)

手
記
の
公
開
は
明
ら
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
流
に
舌
守
え
ば
、

「
下
先
生
と
述
書
」
が
第
二
次
物
語
言
説
で
あ
り
、
遺
書
の
誕
百
き
手
で

あ
る
先
生
は
第
二
の
語
り
手
で
あ
る
。

「
「
こ
こ
ろ
」
を
生
成
す
る
心
臓
」
(
『
成
城
国
文
学
』
、
一
九
八
五
年
一
二
月
)
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注
幻
に
閉
じ

「
奥
さ
ん
は
今
で
も
そ
れ
を
知
ら
ず
に
い
る
」
(
上
一
二
)
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
語
り
の
現
在
に
お
い
て
静
は
生
存
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

注
幻
に
同
じ

脳
溢
血
で
瀕
死
の
父
や
大
人
に
な
っ
て
か
ら
会
お
う
と
思
え
ば
会
え
る

の
に
距
離
を
置
い
て
い
た
ジ
ナ
イ
I
ダ
の
こ
と
を
淡
々
と
語
る
「
初
恋
」

の
語
り
手
ヴ
ラ
ヂ
l
ミ
ル
は
、
「
こ
〉
ろ
」
の
語
り
手
で
あ
る
元
青
年
の

窪
行
者
に
見
え
る
。

押
野
武
志
「
「
静
」
に
声
は
あ
る
の
か
|
『
こ
h

ろ
』
に
お
け
る
抑
圧
の

構
造
|
」
(
『
文
学
』
、
一
九
九
二
年
一

O
月
)

『
大
人
に
な
れ
な
か
っ
た
先
生
』
(
み
す
ず
書
房
、
二

O
O五
年
七
月
)
。

な
お
、
石
原
千
秋
は
『
激
石
は
ど
う
読
ま
れ
て
き
た
か
』
(
注

μ)
で、

自
身
の
四
本
の
「
こ
〉
ろ
」
論
、
「
眼
差
し
と
し
て
の
他
者
|
「
こ
h

ろ」

論
」
、
「
『
こ
、
ろ
』
の
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
反
転
す
る
語
り
」
(
『
成
城
国

文
学
』
、
一
九
八
五
年
三
月
)
、
「
高
等
教
育
の
中
の
男
た
ち
?
」
h

ろ』」

(
『
日
本
文
学
』
、
一
九
九
二
年
一
一
月
)
、
「
テ
ク
ス
ト
は
ま
ち
が
わ
な
い
」

(
『
激
石
研
究
』
、
一
九
九
六
年
五
月
)
に
つ
い
て
、
「
す
べ
て
を
高
校
生

で
も
読
め
る
よ
う
に
や
さ
し
く
書
き
直
し
た
」
も
の
が
『
大
人
に
な
れ

な
か
っ
た
先
生
』
だ
と
述
べ
て
い
る
。
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